
日 曜日 管理ＩＤ ジャケット名 アーティスト ひとこと

☆ 1 火 1922 ドラマー・マン 猪俣 猛 �「マイ・カラーリング・ブック」収録

☆ 3 木 3586 マッチブック
ラルフ・タウナー
ゲイリー・バートン

タウナーの代表的自作「イカルス」や、チャールズ・ミンガス
の名曲「グッドバイ・ポークパイ・ハット」のカヴァーを収録。

4 金 8392 スロウ・トラフィック・トゥ・ザ・ライト ベニー・モウピン
ハービー・ハンコックやマイルス・グループで活躍したマル
チ・リード奏者の2作目リーダー・アルバム。

☆ 5 土 3708 �「アイ・クッド・ライト・ア・ブック」収録

6 日 3908 プレス レスター・ヤング
チャーリー・パーカーなどの偉大なミュージシャンたちから目
標とされたジャズの演奏家。

☆ 7 月 4191 エリントン・イズ・フォーエヴァー ケニー・バレル �「マイ・リトル・ブラウン・ブック」収録

8 火 7656 ザ・シーン・チェンジズ バド・パウエル
不滅の名曲 「クレオパトラの夢」 で幕を開ける全曲オリジナ
ルのピアノ・トリオ大人気盤。

☆ 10 木 1310 ソング・ブック 渡辺 貞夫
渡辺貞夫が稀代のメロディ・メイカーとしての一面を発揮し
た重要作。

♣ 11 金 7716 スリー・ブラインド・マイス アート・ブレイキー 《記念日》1919年10月11日生

9510 アニタ・シングス・ザ・モスト アニタ・オデイ
「ディス・イズ・アニタ」の3ヵ月後に吹き込まれ、第2の黄金
時代を築いたもう一つの名盤。

☆ 13 日 6381 �「クロース・アズ・ページス・イン・ア・ブック」収録

☆ 14 月 8837 グレート・アメリカン・ソングブック カーメン・マクレエ
ジャズ・ヴォーカル史に燦然と輝く、最高傑作のライヴ・アル
バム。

15 火 8166 ハウ・トゥ・ビート・ザ・ハイ・コスト・オブ・リヴィング
アール・クルー
ヒューバート・ロウズ

フュージョン全盛期の1980年にガット・ギターとフルートの人
気奏者が共演したサントラ作品。

17 木 9350 《記念日》1923年10月17日生

☆ 18 金 4134 エイジ・オブ・スティーム ジェリー・マリガン �「ゴールデン・ノートブックス」収録

☆ 19 土 3972 ソング・ブック vol.1 サラ・ヴォーン
サラ・ヴォーンによる1979年録音のデューク・エリントン楽曲
集のVOL.1。

20 日 8070 トラヴェルズ パット・メセニー
1982年の北米ツアー・ライヴを収録。グラミー賞にて最優秀
ジャズ・フュージョン・パフォーマンス賞を受賞。

21 月 3294
ジャズ・オブ・ザ・フォーティーズ/
ホット・ヴァーサス・クール

ディジー・ガレスピー
レニー・トリスターノ

《記念日》1917年10月21日生

☆ 22 火 1553 オール・オブ・ア・グロウ 今田 勝＋弘勢 憲二カルテット �「ザ・ルックブック」収録

♣ 24 木 9630 シナトラ・アット・ザ・サンズ フランク・シナトラ
1966年にラスベガスのサンズ・ホテルで録音されたシナトラ
初のライヴ･アルバム。

☆ 25 金 4662 ジャズ・ソング・ブック レス・ブラウン・アンド・ヒズ・バンド
モダン・ジャズ・クラリネットの第一人者、バディ・デフランコら
6人のソリストを迎えたビッグ・バンド・ジャズの名盤。

☆ 4843 ランディ ランディ・ウェストン・セクステット �「アフリカン・クックブック」収録

27 日 4375 クイーン・オブ・ジ・オルガン シャーリー・スコット
ジャズ・オルガンの女王が当時の夫であるスタンリー・タレン
タインと息の合ったプレイを繰り広げるライヴ盤。

28 月 2206 クレオズ・チョイス クレオ・レーン 《記念日》1927年10月28日生

☆ 29 火 3504 リチャード・ロジャース・ソング・ブック 増田 一郎
数多くのナンバーをヒットさせたミュージカル音楽の第一人
者、ロジャースの音楽を増田一郎が甦らせる。

31 木 10517 ハイ・フライング
デイヴ・ランバート、
ジョン・ヘンドリックス、アニー・ロス

《記念日》ハロウィーン �「ハロウィーン・スプークス」収録

◆ コンサートの内容は、変更になる場合がございます。何とぞご了承ください。

バーニー・ケッセル・プレイズ・スタンダーズ

26 土
19:00～ブルー・ウェーブ・ジャズ・フォーラム・レコードコンサート

「巨匠二人の音が見事に溶け合う」セロニアス・モンク＆ソニー・ロリンズ『セロニアス・モンク・ウィズ・ソニー・ロリンズ』

2024年10月のレコードコンサート

☆…今月のテーマ 〖BOOK〗

♣…ジャズ・ビギナーにおすすめ

12 土
19:00～ブルー・ウェーブ・ジャズ・フォーラム・レコードコンサート

「シンプルかつ華麗な“ザ・トリオ”の名演」オスカー・ピーターソン・トリオ『ナイト・トレイン』

ベティ・カーター

ア・スウィンギング・イントロダクション・トゥ・ジミー・ネッパー


